
ノ4==■‐
1百毒 櫂義予  涯ヨ  未庁

プ 汚華詞 2025年 (令和7年)4月 22日 火曜日

長野・新潟県境にまたがる9市町村の広域観光圏「信越

自然郷」で訪日客向けのサイクルツアーを推進する一般財

団法人「日本サイクリングネットワーク」(JCN、 東京)

は5月から、9市町村の住民を対象に国際基準のサイクリ

ングガイド養成に乗り出す。世界各国でツアーを手がける

米国のバイシクル・アドベンチャーズ社が研修を担い、資

格を認定。欧米を中心にサイクリングを愛好する富裕層の

受け皿を地域で整え、ツアーを楽しんでもらう。
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同
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は
提
携
す
る
Ｊ
Ｃ
Ｎ
の
協
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を
受
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、
信
越
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然
郷
や
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陸
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を
１
週
間
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ど
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と
Ｊ
Ｃ
Ｎ
な
ど
は
２４
年
、
信
越
自
然

郷
で
訪
日
富
裕
層
向
け
の
サ
イ
ク
ル

ツ
ア
ー
を
進
め
よ
う
と
協
定
を
結
ん

だ
。ガ

イ
ド
候
補
者
は
、

・１
日
６０
～
７０

Ｊ
程
度
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
慣
れ
て

お
り
、
英
会
話
に
優
れ
、
地
域
の
歴

史
や
文
化
に
詳
し
い
な
ど
の
条
件
で

募
る
。
研
修
は
米
国
で
行
い
、
１
～

２
週
間
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
に
必
要
な

知
識
や
技
術
を
座
学
と
実
地
で
１０
日

間
ほ
ど
学
ぶ
。
費
用
は
滞
在
費
を
含

め
て
約
２０
万
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（渡
航
費
除
く
）
。

研
修
後
、
同
社
が
信
越
自
然
郷
で
企

画
す
る
ツ
ア
ー
で
ガ
イ
ド
を
請
け
負

う
。２３

、
２４
年
の
ツ
ア
ー
は
同
社
か
ら

ガ
イ
ド
が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
開
催

頻
度
が
限
ら
れ
て
い
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｎ
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代
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は
、
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で
の

ガ
イ
ド
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成
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通
じ
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「よ
り
多
く

の
人
に
信
越
自
然
郷

の
自
然
や
文

化
、
歴
史
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
」
。

同
社
の
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客
は
欧
米
を
中
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と
し
た

富
裕
層
で
、
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や
飲
食
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で
地

域

へ
の
経
済
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果
も
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待
で
き
る
と

す
る
。
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携
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観
光
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、
北
陸
新
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線
飯
山
駅
が

あ
り
都
市
部
か
ら
ア
ク
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が
良
い

強
み
を
生
か
し
、
グ
リ
ー
ン
期
に
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地
域
に
訪
日
客
を
呼
び
込
み
た
い
と

す
る
。
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、
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Ｃ
Ｎ
と
も
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携
し
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「自
転
車
を
愛
好
す
る
多
様

な
層
が
楽
し
め
る
環
境
を
整
え
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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